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●19：15～  ●鈴鹿中央総合病院／北館2階講義室

腎臓内科では主に検尿異常やCKD（以前の慢性腎不全）に対
する診療を行っています。顕微鏡的血尿や蛋白尿が見られる場
合、慢性糸球体腎炎の診断のため入院で腎生検を行い、ステロ
イドなどの免疫抑制療法を含めた治療を検討します。我が国の
CKD患者は推計2000万人と非常に多く、新たな国民病と認識
されています。以前は将来的な透析を避けることが主目的でし
たが、現在はCKDの進行が心血管疾患を中心とした様々な疾
患のリスクになることが分かってきたため、腎機能の悪化を防ぐ
こと自体に主眼を置くようになってきました。腎保護効果が示さ
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れた有力な薬剤も複数出現しており、早期のステージから投与
していくことが望まれます。
当科では糖尿病透析予防指導外来や精査教育入院などを積
極的に行い、患者さんに「CKDとの付き合い方」を身に着けて
頂くことを重要視しています。初診外来日もこれまでの水曜日
(田中紘也)に加え金曜日(小田豪将)と増枠しておりますので、
検尿異常や腎不全の進行でお困りの症例があればお気軽にご
相談ください。
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(文責：腎臓内科 田中紘也)

研修会のお知らせ お問い合わせ／地域連携室
電話番号／059-384-1057
　　　　（8：30～17：00）

医療機関様へ医療機関様へ
◆内科山本彩人

大橋智貴
野村達磨
伊神明良
北村哲也

◆眼科湯浅  湖
畑　七海

◆小児科下野吉樹
◆外科畑中友秀
加藤由紀子

◆整形外科横山弘和
稲田　均

◆脳神経外科土屋拓郎
浅田玲緒尚

◆産婦人科丹羽正幸
矢納研二

◆泌尿器科金井優博
◆呼吸器外科深井一郎

◆呼吸器内科小久江友里恵

2日(木)初診(代診:梅澤)
3日(金)再診
6日(月)再診、30日(木)初診(代診:鶴賀)
10日(金)初診(代診:樂家)
22日(水)再診
9日(木)再診、10日(金)再診
9日(木)初診、10日(金)初診
27日(月)初診、28日(火)初診
1日(水)初診
20日(月)休診
17日(金)再診
3日(金)再診
24日(金)初診(脊髄の初診は休診)
31日(金)再診
20日(月)休診
30日(木)休診
30日(木)休診、31日(金)再診
3日(金)休診
10日(金)再診

外来休診のお知らせ

《予約について》
完全予約制・・・眼科、呼吸器セン
ター、糖尿病・内分泌内科、リウマ
チ・膠原病内科、精神科、IVR
科、特殊外来
予約可能な診療科・・・消化器内
科、脳神経外科、整形外科(リウ
マチ)、乳腺外科
お問合せは地域連携室まで
TEL：059-384-1057　　
FAX：059-384-1015

肺がん検診のための胸部単純X線症例検討会

日時・場所 令和7年10月14日（火曜日）

腎疾患・CKD診療の取り組みと診療体制について腎疾患・CKD診療の取り組みと診療体制について

赤字※赤字は診療科完全休診
です  

    ご注意ください

●7：30～8：00●鈴鹿中央総合病院／北館2階講義室

日時・場所 令和7年10月1日（水曜日）
演題 『急性心不全』 

演者：循環器内科／渡邉清孝

●7：30～8：00●鈴鹿中央総合病院／北館2階講義室

日時・場所 令和7年10月8日（水曜日）
演題 『輸血の基礎知識』 

演者：血液内科／川上恵基

●7：30～8：00●鈴鹿中央総合病院／北館2階講義室

日時・場所 令和7年10月15日（水曜日）
演題 『肺炎』 

演者：呼吸器内科／中原博紀

●7：30～8：00●鈴鹿中央総合病院／北館2階講義室

日時・場所 令和7年10月22日（水曜日）
演題 『小児の発熱と痙攣』 

演者：小児科／下野吉樹

BCT：Basic Clinical Teaching
BCT

学術講演会

日時・場所

●18:15～19:30 
●鈴鹿中央総合病院／北館2階講義室＋WEB配信

司会：鈴鹿中央総合病院 リウマチ・膠原病内科 杉谷 直大

令和7年10月30日（木曜日）

演者：鈴鹿中央総合病院
 リウマチ・膠原病内科／杉谷直大

「鈴鹿中央総合病院 
リウマチ・膠原病内科の現状について

一般
講演

演者：三重大学医学部附属病院
リウマチ・膠原病センター教授 ／中島 亜矢子先生

「膠原病リウマチ性疾患の最新治療
～三重大学リウマチ・膠原病センターの
　　　　　　　8年間の紹介も交えて」

特別
講演

日時・場所 令和7年10月29日（水曜日）

RCC
RCC：Resident Case Conference

●7：00～8：00   ●鈴鹿中央総合病院／2階講義室

演題 「臨床研修医の経験症例発表」

申込URL
https://qr.paps.jp/I6OPJ


